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ノーマルな障害者観を

視覚節害者屈用促進連絡会会長 松井新二郎

わが国の視覚障害者の職業は世界にその例をみない二つの特徴があります。

それは働く多くの者があんま・鍼 ・灸業に従事し、しかもそれにより立派に

自立していることであります。その 2は、あんま ・鍼 ・灸業以外の職業につ

いている者が諸外国に比して余りにも少ないということであります。従って

わが国の視覚障害者の職業の今日的課題は、わが国の視覚障害者の文化財、

また共通財産ともよばれるあんま ・銀 ・灸業者の生活安定と、 三療師の雇用

による職業領域の拡大を図ることと、 更にはこれ以外の職業能力を持つにも

かかわらず、その能力に応じた職業選択の自由を失っている人びとのため

の新たなる職野開拓にあると思います。従ってこの課題の解決のために長

年にわたり、視覚障害者はもちろん、関係者は努力を続けてまいりました。

幸いにも今日、三療師の民間企業乃至は捉殿学校でのヘルスキーパー、老人

ホームでの機能訓練士、或いは、国家公務員の特別採用、地方公務員、更に

は盲学校のみならず一般学校での教育職、福祉施設の職員、あるいはまたプ

ログラマー、 電話交換手、オーディオタイピス ト、工業的技能者等不充分な

がらも、ある程度の職域、職野が開拓されてきていることは喜ばしい限りと

言わなければなりません。

しかしながらこれとは全く反対に、血の滲む努力によりようやく確保した

職場にもかかわらず、職業能力の不足、手がかかりすぎる、望ましい物理的

環境の整備ができない、感覚代行機器の活用が自由に認められない、あるい

はまた、通勤に問題がある等、種々の理由により転職乃至は退職を余儀なく

された者も決して少なくはありません。その中でも、職場での人間関係がど

うしてもうまくゆかないという理由で、転職乃至は退職をせざるを得なくな

ったものがもっとも多いという事実は現在職にあるものにとっても、また今

後の視覚障害者の雇用の上においても見過ごすことのできない重要な問題で
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あると思います。

近年各企業では専門の職業相談員をおき、節害者の受け入れにきめ細かな

配慰を行な っています。それにもかかわらず、このような事実を否定できな

いことは、企業側にと っても、またわれわれにとっても大きな示唆を与えら

れることです。視覚の節害は身体の一部の節害であり、すべてではないと言

っても、 感覚の障害であるために正しい理解をもつことは容易なことではな

いと思います。また障害を受けた年齢においても迎いがあり、個人差は著し

いものがあり、そのニーズの個別性、多様化も複雑であります。退職を余儀

なくしたあるケースの言葉ではありますが、目が見えないのになんで山登り

をしたり、スキー等までやるのか、そんな無理をしなくてもいいのではない

か等の言葉をきけば、国際障害者年で「障害者の完全参加と平等」の理念の

もとにノーマライゼーションの実現をと叫ばれてはきましたが、この実現は

全く道遠いものが感じられます。

社会の中には長い歳月の中で、節害者に対する差別、偏見の文化が通念と

して存在しています。この偏見の文化こそ障害者雇用を大きくはばむ根本的

なものであると思います。最近福祉国家を超えて、福祉社会へ、更には21世

紀の福祉をと言われています。差別は確かに社会のしくみであり、社会構造

的事象であるので、法律や行政によって取り除けます。しかし偏見は、人間

の人格構造的事象とよばれ、心の問題であります。従って社会の一人ひとり

の意識の問願であり、 言いかえれば障害者観であります。ノーマライゼーシ

ョンは節害をもつ者も、もたない者と同様な生活のリズムで生活をすること

であります。従ってスポーツも、レクリエーションも、文化的活動も、共に

できる社会づくりであります。働く者にと っては、身近なところで共に仕事

をする人びとの正しい理解、そして偏見のない心が大事であります。その

ためには、福祉の教育活動が家庭から学校へ、そして社会に、更に共に働 く

人びとの職場まで積極的に行われなければならないと思います。
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

人間関係に関する悩みを経験 した ことのない人は 、 おそらくいな

いでしょう。この悩みは、人間が社会的動物であ ることから生ずる

宿命なのかも知れません。思えば因果な話です。 まして、晴眼者集

団の中で働く視覚障害者にと って、 この問題は深刻です。 そんな思

いで本誌 の企画を立てたのです。人間関係といっても、 「心の問顕」

に留まりません。 その集団のありよう、各々の障害者間に深く起因

する問題なのです。 この特集 を通じて、私自身、このことを改めて

実感させられた次第です。

さて、皆様はどんな感想をお持ちですか？ 次号から読者からの

投稿欄を設けます。 ご意見、 ご感想を 40 0字程度にまとめてお送

りください。 （水谷昌史）
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